
唐古・鍵考古学ミュージアム
KARAKO-KAGI ARCHAEOLOGICAL MUSEUM

https://www.town.tawaramoto.nara.jp/karako_kagi/museum/

TEL.0744-34-7100
〒636-0247 奈良県磯城郡田原本町阪手 233-1　田原本青垣生涯学習センター２階

唐古・鍵考古学

ﾐｭｰｼﾞｱﾑHP

唐古・鍵ﾊﾞｰﾁｬﾙ

ﾐｭｰｼﾞｱﾑHP

FAX.0744-34-0522

唐古・鍵遺跡

関連講演会

「弥生時代研究者からみた縄文時代の終わり」
　川部浩司 氏（三重県埋蔵文化財センター）
「縄文時代研究者からみた弥生時代の始まり」
　岡田憲一 氏（奈良県文化財課）

11 月 30 日 ( 日 )　13:00 ～
青垣生涯学習センター１F  視聴覚室

観覧料
一　般
高校・大学生

常設展との共通券 割引JAF
マイナンバーカード

300 円
150 円

250 円
100 円

令和７年度企画展

田原本で米作りが

　　はじまった時代
こ　ろ

令和７年

　10 月 18 日 ( 土）

～ 12 月７日 ( 日）

午前９時～午後５時
(入館は午後４時 30 分まで／月曜日休館）

田原本青垣生涯学習センター

　２階会議室（特別展示室）



歴史に憩う橿原市博物館

天理市立黒塚古墳展示館 桜井市立埋蔵文化財センター

なら歴史芸術文化村

※各施設開催の企画展 ・ イベント等については各施設の HP等をご覧ください

開館時間：午前９時～午後５時（入場は午後４時 30 分まで）

休 館 日：月曜日・年末年始（12 月 28 日～１月４日）

入 館 料：無料

【アクセス】◎名阪国道天理東 IC より南へ約３ｋｍ

　　　　　◎天理駅より直行デマンドシャトル（要予約・有料）

　　　　　◎奈良交通バス「勾田」下車　徒歩 15 分

〒632-0032　奈良県天理市杣之内町 437-3

TEL．0743-86-4420　FAX．0743-86-4429

交通のご案内
唐古・鍵考古学ミュージアムから車 (タクシー）で、

桜井市立埋蔵文化財センターまで　約 20 分

歴史に憩う橿原市博物館まで　　　約 25 分

天理市立黒塚古墳展示館まで　　　約 20 分

なら歴史芸術文化村まで　　　　　約 20 分

平城宮跡歴史公園まで　　　　　　約 40 分

平城宮跡歴史公園
開館時間：公園内はいつでも散策いただけます

休 館 日：各施設により異なる　　　入館料：無料

【アクセス】◎近鉄大和西大寺駅南口から徒歩約 20 分

　　　　　◎近鉄奈良駅から路線バス学園前駅行きにて「朱雀門ひろば前」下車

開館時間：午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
休 館 日：月曜日（祝日は開館し、翌平日休）
　　　　　年末年始（12 月 27 日～１月４日）
入 館 料：一般 300 円／高・大学生 200 円／小・中学生 100 円
　　　　　　　　　　　　　　※30 名以上は団体割引

【アクセス】◎「近鉄橿原神宮前駅」西口から「観音寺・古作」または
　　　　　　「近鉄御所駅」行バス「川西」下車のち北へ徒歩２分
　　　　　　 または「イオンモール橿原」行バス「川西」下車すぐ
　　　　　◎「近鉄橿原神宮前駅」西出口から西へ徒歩 30 分

〒634-0826　奈良県橿原市川西町 858-1
TEL.0744-27-9681　FAX.0744-26-1114

開館時間：ご縁９時～午後５時
休 館 日：月曜日（祝日にあたる場合は翌日も休館）、
　　　　　祝日、年末年始（12 月 28 日～１月４日）
入 館 料：無料

【アクセス】◎「近鉄桜井駅」から天理方面バス
　　　　　　「柳本」下車のち西へ徒歩５分
　　　　　◎「JR 柳本駅」から東へ徒歩５分

〒632-0052　奈良県天理市柳本町 1117-1
TEL.0743-67-3210

開館時間：午前９時～午後４時 30 分（入館は午後４時まで）
休 館 日：月・火曜日（休日は開館し、翌平日休）
入 館 料：一般 200（150）円／市内在住の方・中学生以下の方は無料

【アクセス】◎「近鉄桜井駅」から天理方面バス
　　　　　　「三輪明神参道口」下車のち北へ徒歩２分
　　　　　◎「JR 三輪駅」から西へ徒歩 10 分

※（　）内は 20 名以上の団体

　弥生時代は、日本列島で稲作農耕を生活の中心として本格的に開始した時代と考えられています。特に、

弥生時代前期と呼ばれる、紀元前５世紀から紀元前３世紀頃は、それまでの狩猟・採集を基本とした生活

から、農耕を基本にした生活へ変化する過程で、その社会・文化要素にも変化が起こりました。

　唐古・鍵遺跡は、弥生時代を通じた生活・文化の変化が記録された遺跡で、奈良県内での稲作の開始と

定着の過程を知ることのできる数少ない遺跡の一つです。本企画展では、唐古・鍵遺跡を中心に、縄文時

代から弥生時代への変化を追うことで、田原本において稲作が定着していく過程を紹介します。

保津・宮古遺跡第 31 次調査出土　弥生時代前期壷唐古・鍵遺跡第１次調査出土
弥生時代前期壷

多跡第 22 次調査出土
　弥生時代前期壷

多遺跡第 22 次調査出土
　東海地方の土器　


